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1. はじめに 

 関東以北に広く分布している泥炭は，未分解の植物繊維を多量に含む高含水の超軟弱土である。そのため，この

地盤上に構造物を建設する際には，サンプリングにより原位置から土試料を採取し，各種室内試験を行い，物理，

力学特性を把握する必要がある。先行研究 1）では，サンプリング方法によって，採取した泥炭の物理・圧密・力学

特性が大きく異なることを明らかにした。本論文では，先行研究よりも分解度の低い泥炭地にて同様のサンプリン

グを実施し，①先行研究 1)で得られた知見の再現性を確認するとともに，②繊維分が卓越する泥炭のサンプリング

に及ぼす影響を，含水比試験・強熱減量試験・ベンダーエレメント試験・圧密試験・三軸圧密試験（UU 条件）の結

果から明らかにする。 

2. サンプリング概要および試験方法 

 各種サンプリングは，泥炭性軟弱地盤が厚く堆積する

北海道空知郡南幌町で実施した。今回使用した南幌泥炭

および先行研究 1)の北村泥炭の物理特性を表 1 に示す。

ここで，自然含水比 wnは固定ピスト式の刃先角度 6°で

採取された試料の平均値，力学履歴の影響を受けない強熱減量 Liは全ての試料の平均値である。表 1 から北

村泥炭に比べ南幌泥炭の方が wn および Li が大きく，高含水で繊維質であることわかる。採取方式の違いが

採取泥炭の品質に与える影響を調べるために，固定ピストン式（以下固定式）およびオープンドライブ式（以

下オープン式）のシンウォ－ルサンプラ－を用いた。固定式はオープン式とは異なり，孔底に固定したピス

トンが試料上端面と密着し負圧の作用により，①サンプラー押し込み時に試料の変形を拘束し，また②サン

プラー引き上げ時の試料の落下を防止する。また，サンプラー先端には刃先が付いているが，固定式では刃

先角度を通常の 6°から 90°に変えたケースも行い，刃先の影響についても調べた。採取試料は，サンプラー

から長さ 100mm の供試体に切り出し，ベンダーエレメント試験を実施し，その後，含水比試験・強熱減量試

験を実施した。サンプラーの中央の試料については，CRS 試験（背圧 98kN/m2，ひずみ速度 0.02%/min）およ

び三軸圧縮試験（UU 条件，ひずみ速度 1%/min）を実施した。  

3. 試験結果および考察 

3.1 物理特性 

 図 1 は，各種サンプリング方法で採取された南幌

および北村泥炭 1)の含水比 w・強熱減量 Li・微小ひず

みレベルのせん断弾性係数 G0 の深度分布である。な

お，泥炭は非常にバラツキが大きいため，同様のサ

ンプリングを合計で 3 回行ったが，いずれも同じよ

うな傾向が見られた。  

  図 1 より，刃先角度 6°の固定式とオープン式の試

験結果を比較すると，北村泥炭と同様，南幌泥炭に

ついても Li（有機分の含有率）がほぼ同じであるに

もかかわらず，オープン式は固定式に比べて w が小さいことがわかる。  
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表 1 試験試料の物理特性 

採取箇所 南幌泥炭 北村泥炭 1） 

固定部分の密度 ρs（g/cm3） 1.71（平均値） 1.86（平均値） 

自然含水比 wn（%） 683（平均値） 509（平均値） 

強熱減量 Li（%） 71（平均値） 53（平均値） 

 
図 1  w，Li，G0の深度分布 
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ピストンがないオープン式では，サンプラーの押し込む際に，内壁と

試料の間に生じた摩擦により，試料が下方に引きずり込まれ，圧縮・

脱水が生じたものと考えられる。また，G0については，北村泥炭は固

定式とオープン式でほぼ同じであったが，南幌泥炭ではオープン式の

方が大きくなった。植物繊維を多く含み強度増加率の大きい南幌泥炭

では，圧縮による G0 の増加が相対的に大きく，試料の乱れによる G0

の低下を上回ったためと考えられる。 

 図 2 は刃先角度が異なる固定式の w と Li の関係をプロットしたも

のである。図中には及川 2）による相関関係の範囲（wn=8-12Li）も示し

てある。いずれの泥炭も刃先が 90°の試料は同一の Li に対して w の

幅が大きく，下限（wn=8Li）に近いデータが多く見られた。刃先が鈍

い場合（90°），木片の混入や繊維分が集中する箇所ではサンプラーを

強く押し込む必要があり，その際に脱水が生じたものと推測される。

なお，南幌泥炭と北村泥炭で w の変動に大きな相違は認められなかっ

たのは，サンプラーの肉厚が 1.5mm と薄かったためと考えられる。  

3.2 圧密特性 

 図 3 は CRS 試験から求めた固定式とオープン式（刃先角度 6°）の

e-logp 曲線である。この図から，南幌泥炭についても，オープン式は

固定式と比較して圧密降伏応力 pc が大きく，初期間隙比 e0 が小さい

ことがわかる。したがって，ピストンがないオープン式では，採取時

に試料が圧縮され非排水条件を満足していなかったことがわかる。 

3.3 力学特性 

 図 4 は三軸圧縮試験（UU 条件）によって得られた固定式，オープ

ン式の主応力差 q－圧縮ひずみ ε である（刃先角度 6°）。いずれの泥炭

もオープン式は固定式と比べて主応力差が大きくなっており，とくに

南幌泥炭ではその傾向が大きい。これは繊維分を多く含む南幌泥炭で

は，強度増加率が大きかったことによるものと推測され，3.1 節にて

G0が大きかったこととも整合する。  

4. 結論 

 既往データ（北村泥炭）1)よりも相対的に繊維質な泥炭地にて各

種サンプリング及び土質試験を行い，サンプリング方法が泥炭試料

に及ぼす影響を調べた。得られた結論は次の通りである。  

1) オープンドライブ式は，ピストンがないためサンプラーを押し込

む際に試料が下方に引きずり込まれ脱水が生じ，圧縮・硬化が起きることがわかった。とくに繊維質な

泥炭（南幌泥炭）では強度・変形特性の増加が顕著であった。 

2) サンプラーの刃先に鋭利さが欠けると，木片混入箇所や繊維分集中箇所においてサンプラーの押し込み

時に乱され脱水が生じる可能性が高いことがわかった。ただし，通常のサンプラーの肉厚では，繊維質

明瞭な泥炭であっても乱れの程度はあまり変わらなかった。 
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図 2  w と Li の関係（固定式） 

 

図 3  CRS 試験結果（刃先角度 6°） 

 
図 4  三軸圧縮試験結果  

（UU 条件，刃先角度 6°）  
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